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　10 月 28 日（月）に日比谷・有楽町・
丸の内・銀座地区で開幕したアジア最大級
の映画の祭典である第 37 回東京国際映
画祭が、11 月 6 日（水）に閉幕を迎え、
TOHO シネマズ 日比谷スクリーン 12 に
てクロージングセレモニーと東京日比谷
ミッドタウン LEXUS MEETS... にて受賞
者記者会見が行われた。

　セレモニーでは、各部門における審査委
員からの受賞作品の発表・授与。
主演男優賞（長塚京三）と最優秀監督賞（吉
田大八）、東京グランプリ / 東京都知事賞に
吉田大八監督の『敵』が選出され3冠を達成。
審査委員長トニー・レオンよりトロフィー
を授与された。
　日本映画がグランプリに輝くのは第 18
回の根岸吉太郎監督作『雪に願うこと』以
来 19 年ぶりの快挙となります（当時の名
称は東京サクラグランプリ）。
　長塚京三氏は東京国際映画祭主演男優賞
の最高齢（79 歳）となった。

主演女優賞は『トラフィック』のアナマリ
ア・ヴァルトロメイが、審査委員特別賞は

『アディオス・アミーゴ』が、最優秀芸術貢
献賞は『わが友アンドレ』が、そして観客
賞は『小さな私』がそれぞれ受賞致した。

©2024 TIFF

左より東京都副知事 松本明子、最優秀監督賞 吉田大八、主演男優賞 長塚京三
©2024 TIFF

　小池百合子東京都知事に代わり東京都副
知事 松本明子より麒麟像の授与を行い、最
後に安藤チェアマンによる閉会宣言により
第 37 回東京国際映画祭は閉幕した。

＜第 37 回東京国際映画祭 REPORT ＞
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＜受賞者記者会見＞
開催日：2024 年 11 月 6 日（水）
会場：LEXUS MEETS...
登壇者：コンペティション作品各賞の受賞者
吉田大八監督、長塚京三、ヤン・リーナー
監督、イン・ルー（プロデューサー）、ドン・
ズージェン監督、リウ・ハオラン、テオドラ・
アナ・ミハイ監督、イバン・D・ガオナ監督、
エミネ・ユルドゥルム監督

クロージングセレモニー
＜アジアの未来＞
作品賞受賞 『昼のアポロン 夜のアテネ』 エ
ミネ・ユルドゥルム（監督） コメント
　東京国際映画祭でこのような賞をいただ
けて、とても光栄です。審査委員の皆様、
観客の皆様、そしてこの作品の制作に関わっ
たスタッフに感謝を伝えたいです。
＜コンペティション＞
観客賞受賞 『小さな私』 ヤン・リーナー（監
督） コメント：　この映画の持つ物語が最
終的に皆さんの心に刺さることがあればい
いなと思います。皆さんの映画に対する愛
に感謝します。この作品は障害を持つ青年
の成長を描いた作品ですが、主人公は普通

の人間です。映画の製作に関わったすべて
のクリエイターに感謝したいです。
最優秀芸術貢献賞受賞 エニェディ・イル
ディゴー 講評：　現実を強烈な内なる風景
へと変える、大胆なビジョンを見せてくれ
ました。
最優秀芸術貢献賞受賞 『わが友アンドレ』 
ドン・ズージェン（監督） コメント：この
場を借りてこの作品に関わったスタッフの
皆さんに心から感謝を申し上げたい。この
映画は私のデビュー作ですが、周りの友人
たちとともに作り上げました。劇中に大雪
の場面があったと思いますが、私の心の中
の悩みや暗い気持ちを覆ってしまうような
気がしていましたが、雪はいつか溶けて太
陽があらわれる。希望に満ちているんです。
これからも努力していい映画を作っていき
たい。
最優秀男優賞受賞 トニー・レオン 講評：ス
クリーンに登場したその瞬間から、その深
みと迫真性で私たちを魅了しました。
最優秀男優賞受賞 『敵』 長塚京三（俳優） コ
メント：ちょっとビックリして、まごまご
しています。『敵』という映画は、年を取っ

て一人ぼっちで助けもない。そして敵に閉
じ込められるという内容で。でもこういう
場に立たせてもらい、結構味方もいるんじゃ
ないかと気を強く持ちました。ボチボチ、
引退かなと思っていたので、奥さんはガッ
カリするでしょうけど、もう少し、この世
界でやってみようかな。東京国際映画祭、
ありがとう。味方でいてくれた皆さん、あ
りがとう。
最優秀女優賞受賞 キアラ・マストロヤンニ 
講評：彼女の映画への力強い解釈に、喜ん
でこの賞を贈りたいと思います。
最優秀女優賞受賞 『トラフィック』 アナマ
リア・ヴァルトロメイ（俳優） コメント：
　なんという驚きでしょう。この賞をいた
だけて感謝と光栄の気持ちでいっぱいです。
テオドラ、協力的で繊細な監督でいてくれ
て、私をこの作品の一員にしてくれてあり
がとう。この賞をすべての仲間と共有した
いと思います。審査委員長のトニー・レオ
ンさん、あなたは唯一無二の存在で生ける
伝説です。私が演じたナタリアはあまり語
らず目で多くを表現します。あなたこそが
目で語る男と呼ばれる方ですから。他でも

東京グランプリ・東京都知事賞：敵/最優秀監督賞：吉田大八/最優秀男優賞：
長塚京三　　　　ⓒ 1998 筒井康隆／新潮社 ©2023 TEKINOMIKATA

最優秀女優賞：アナマリア・ヴァルトロメイ　『トラフィック』　　　©2024 TIFF

最優秀芸術貢献賞 /『わが友アンドレ』©2024 TIFF アジアの未来  作品賞：『昼のアポロン 夜のアテネ』　©2024 TIFF
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ないあなたからの賞賛で私の喜びは爆発し
そうです。
最優秀監督賞 ジョニー・トー 講評：ジョ
ニー・トー：この映画の監督はあらゆる視
覚的要素を描きながらある老人を表現し、
人々に希望を与えました。
最優秀監督賞 『敵』 吉田大八（監督） コメント：
この小さな映画を誕生から旅立ちまで見届
けてくれてスタッフや俳優の皆さんに感謝
しています。私自身がいい監督であるかは
わかりませんが、この映画がいい映画になっ
たことは確かです。ありがとうございまし
た。
審査委員特別賞受賞 橋本愛 講評：内戦末
期のコロンビアを舞台に、深刻さの中にも
ユーモラスがあふれていました。個人的に
は、最初の虹のシーンは映画史に残る伝説
的なシーンだと思いました。
審査委員特別賞受賞 『アディオス・アミー
ゴ』 イバン・D・ガオナ（監督） コメント：
素晴らしい賞をありがとうございました。
私たちは世界一周するほど遠いコロンビア
から来ました。東京国際映画祭の皆さま、
光栄です。本当にありがとうございます。
東京グランプリ / 東京都知事賞受賞『敵』 
トニー・レオン  講評：本当に心打たれる素
晴らしい映画です。ユーモアのセンス、素
晴らしいタッチ、そしてエレガントで映画
的表現として新鮮な作品。すべて完璧に仕
上げていました。
東京グランプリ / 東京都知事賞受賞『敵』 
吉田大八（監督）  コメント：　審査委員の
皆さま、ありがとうございます。10 日間
映画祭を支えたスタッフの皆さまもありが
とうございます。私自身もこの映画祭で多
くの映画を観ることができました。味方は
意外と多いことに気づけて良かったです。
僕も長塚さんも皆さんの敵であり、味方で
いたいと思います。これからも映画をよろ
しくお願いします。
小池百合子東京都知事 コメント（松本明
子副都知事代読）：　吉田大八監督を含め、
受賞者の皆様おめでとうございます。毎年
数多くの新しい才能が東京から生まれ、世
界に羽ばたいてくれることを大変うれしく
思っております。映画は人々の心に潤いを
もたらします。世界がいくつもの困難に見

舞われておりますが、映画の魅力を発信す
ることで素晴らしい未来につながること期
待しています。
審査委員長 トニー・レオン  総評：東京国
際映画祭と審査委員の同志に感謝を伝えま
す。素晴らしい審査委員たちにも感謝しま
す。今回、審査委員長という立場に大変緊
張しました。当初は、いい映画に出会えな
かったらどうしよう、逆にいい映画ばかり
だったらどうしようとハラハラしていまし
た。でも、審査委員全員一致でこの素晴ら
しい作品を見つけることができました。近
い将来、またこの東京国際映画祭に来るこ
とが出来る日を楽しみにしています。
＜クロージング作品＞
キアラ・マストロヤンニ  コメント：35 年
ぶりの日本で、東京での 10 日間は素晴ら
しい経験でした。また来ることが出来て嬉
しいです。審査委員同士、全く異なる背景
の私たちでしたが、色々な感情を共有する

ことができましたし、映画祭でなければ出
会えなかった作品や人々に出会えて、映画
祭を通して様々な発見ができて良かったで
す。『マルチェロ・ミオ』について初めて聞
いたときは奇妙な映画と思い一つの賭けで
したが、興味を持ち何か異なるもの新しい
ものを体験することは大事だと思いました。
大切な人を亡くしたことがある方は共感で
きる映画だと思います。真面目でシリアス
な作品ではなく、ハッピーな作品です。楽
しんでいただければと思います。
安藤裕康チェアマン コメント：例年に劣ら
ず、盛況の内に終わりを迎えることができ
ました。沢山のゲストを迎え入れることが
でき、去年より 2 割の増加となっていま
す。東京国際映画祭での日本映画の受賞は 
2005 年の第 18 回以来、19 年ぶりです。
この受賞が、日本映画がますます発展して
いくきっかけになればと思います。

審査委員特別賞：『アディオス・アミーゴ』©2024 TIFF

左より審査委員を務めた 橋本愛、エニェディ・イルディゴー 、審査委員長 トニー・レオン、審査委員ジョニー・
トー、キアラ・マストロヤンニ（レッドカーペットにて ©2024 TIFF）
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第 37 回東京国際映画祭　受賞作品・受賞者
賞 (AWARD) 受賞作品／受賞者 (WINNER) 対象作品 (FILM） 備考 (NOTES)

東京グランプリ／東京都知事賞
Tokyo Grand Prix /

The Governor of Tokyo Award

『敵』
Teki Cometh － 賞金 300 万円 3 million yen

審査委員特別賞
Special Jury Prize

『アディオス・アミーゴ』
Adios Amigo － 賞金 50 万円 500,000 yen

最優秀監督賞
Award for Best Director

吉田大八
Yoshida Daihachi

『敵』
Teki Cometh 賞金 30 万円 300,000 yen

最優秀女優賞
Award for Best Actress

アナマリア・ヴァルトロメイ
Anamaria Vartolomei

『トラフィック』
Traffic 賞金 30 万円 300,000 yen

最優秀男優賞
Award for Best Actor

長塚京三
Nagatsuka Kyozo

『敵』
Teki Cometh 賞金 30 万円 300,000 yen

最優秀芸術貢献賞
Award for Best Artistic Contribution

『わが友アンドレ』
My Friend An Delie － 賞金 30 万円 300,000 yen

観客賞
Audience Award

『小さな私』
Big World － なし

N/A
アジアの未来  作品賞

Asian Future Best Film Award
『昼のアポロン 夜のアテネ』

Apollon by Day Athena by Night － 賞金 100 万円 1 million yen

黒澤明賞
Kurosawa Akira Award

三宅唱
Miyake Sho

フー・ティエンユー
Fu Tien-yu

－ 賞金  各 100 万円
1 million yen per each

特別功労賞
37th TIFF Lifetime Achievement 

Award

タル・ベーラ
Tarr Béla － なし

N/A

東京国際映画祭エシカル・フィルム賞
TIFF Ethical Film Award

『ダホメ』
Dahomey － 賞金 20 万円 200,000 yen

第 37 回東京国際映画祭　動員数 
21.9% (208 本中 37 本、同じ監督による作品は作品の本数に関わらず１人としてカウント）
上映動員数／上映作品数：61,576 人／ 208 本 *10 日間 （昨年：74,841 人、82.3% ／ 219 本、95.0%）
その他リアルイベント動員数：96,866 人 （昨年 73,081 人、132.5％）
ゲスト登壇イベント数：178 件 （昨年 169 件、105.3％）
海外ゲスト数：2,561 人（昨年 2,000 人、128.1％）

共催 / 提携企画動員数：約 44,700 人
Total number of visitors to other allied events：Approx. 44,700 adm

黒澤明賞：三宅唱　Miyake Sho　／　フー・ティエンユー　Fu Tien-yu　©2024 TIFF観客賞：『小さな私』Big World　©2024 TIFF


